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 議員派遣として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  令和５年２月８日(水) 

場 所  湯前町保健センター 

目 的  令和４年度上球磨町村議会議員研修会 
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１．派遣内容 

1.1 研修の概要 

講師 ： 国士舘大学名誉教授 池田 十吾 氏 

演題 ： 「ウクライナ戦争と日本」～その影響と対応～ 

 

1.2 研修の主な項目 

Ⅰ．国際秩序とウクライナ戦争 

(1) 大国の覇権と興亡 

(2) 戦後の国際秩序 

(3) 日本とロシアの関係(歴史的経緯、日露貿易の現状、北方領土と日露平和友好条約) 

 

Ⅱ．ウクライナ戦争と日本 

 (1) 日本を取り巻く東アジアの緊張 

 (2) 戦後日本の安全保障政策のおける大転換 

 (3) 日米首脳会議(戦後の日米関係) 

 (4) アジア(極東)における軍事進攻 

 

 



２．所感 （※議会・議員として、どう関わるか） 

 「今日のウクライナは明日の日本」にならないよう備える必要がある。

欧米と足並みをそろえることや国家防衛に関する議論は欠かせない。地域

住民の安心・安全を守るため、人吉球磨地域で何を備えなければならない

のか、今一度考えてみたい。 

 

☆地政学を理解することの重要性 

中国の台頭や中東情勢の混乱、ウクライナ戦争などにより、世界情勢が

緊迫している。地理的な条件に注目して、軍事や外交といった国家戦略、

国同士の関係などを分析、考察する地政学(地理学＋政治学)を理解するこ

とが重要。この地政学は、これまでの陸と海だけではなく、空、宇宙、サ

イバー空間を含めた５次元での考察が必要。 

 

☆日本は極東のウクライナ 

ロシア、中国、北朝鮮と近接する日本は、地政学上のリスクが増してい

る。北方領土問題でロシアと、尖閣諸島をめぐっては中国と対立し、北朝

鮮のミサイル発射という威嚇にさらされる日本には、早急な対応策が求め

られる。 

 

☆日本は平和ボケ 

・国はようやく防衛力の強化に動き出したが、地方は対応できていない。

Ｊアラート放送があったとき、住民はどう行動すればよいのか、地域防

災組織はどのように対応すればよいのか、分からないのが現状。 

・１人あたりのＧＤＰは下降の一途。外国資本の需要が増え、将来の日本

が今後どうなるのか不安でならない。いまの政府の対応では厳しい。大

胆な政策を描けるリーダーや政党が必要。 

 

 

  

 

 

 

 

 


